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1 今までの歴史の見方―観念論、唯物論ともに 
  歴史は観念の力によって動かされるとみ、その観念がどのようにつくられ生じてくるかは明らかにしなか 

った。そこから、天才的人物が社会にとって重要な役割をするかのように考え、人民大衆の働きを無視する 
見解をとった。 

2 史的唯物論―弁証的唯物論による人類史への見方 
  社会発展の一般法則と、人々(働く人々)がその歴史的活動によって発展を実現していく形態を探求し、そ

れを示しだす任務を自らに課す。 
1)一般法則―自然だけでなく社会にも発展の法則があることを明らかにした=革命的 
 ①社会をどう捉えるか 

政治的・法的諸制度、道徳・宗教・芸術・哲学・社会心理など社会意識(上部構造)―土台(生産諸関係

の総体=経済構造)によって規定されている。 

   ○土台とは、物資的生産にとって必要不可欠で、根本的には生産力の到達水準(段階)に照応するとこ  
    ろの物質的関係。更に社会の歴史的性格を規定する物質的関係でもある。 
   ○しかし、上部構造が土台に能動的に作用を及ぼしもする 
②社会発展をどうとらえるか  
 生産力と生産関係の矛盾(対立物の統一)⇒階級闘争を生み出す⇒生産力に照応した新しい社会 

  ○生産力とは―人間が物を作り出す力 
  物を作り出すために何が必要か―労働、労働手段、労働対象(この 2 つを合わせて生産手段という) 
 ○生産関係とは―生産における人と人との関係 
  ・ 労働組織だけでなく、分配・交換・消費も含まれる 
 ・生産における人と人との関係で、最も重要なのは、生産手段を持っている人と働く人との関係、生産

手段の所有関係である 
  ○生産関係(特に所有関係)は、生産力の発展水準に照応してかたちづくられる 
  ・生産力の発展は、やがて更なる発展の桎梏(足かせ)となる⇒矛盾の激化=社会変革を可能にする歴史

的・客観的条件を成熟させる⇒階級闘争⇒革命諸勢力の勝利⇒発展した生産力に照応するより前進的

な生産関係を持つ社会への道が切り開かれる 
 2)社会はどのように発展してきたか、またどう発展していくか 
   原始共産制社会―奴隷制社会―封建社会―資本主義社会―社会主義社会 

 ○奴隷制社会、封建社会―前近代 生産者である奴隷も農奴も次の社会の主人公にはなりえなかった 
○資本主義社会の労働者階級は次の社会(社会主義)の主人公(人類を支配と搾取から)解放)となる歴史

的使命を持つ 
  ○ 資本主義の歴史的役割と限界 
  役割①生産力を飛躍的に発展させた 
    ②近代的な独立した人格を持つ個人を作り出した 
  限界①について・貧困と格差が進行   ・環境破壊(生産を制御できず) 
        ②について・資本により支配、搾取されている  ・金権主義、拝金主義の横行 
  社会主義社会は実現するか 



           


